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C 104　　 食品中 の遊離ア ミノ酸および有機酸の分別 定量 に関 する検討 一一食酢 一一
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E［的　 食品中に含ま れる遊離 アミノ酸、有機酸は、 食品 の|味くに深 く影響してい る。 従来

それらを 分析す るには複雑な操作や、長時間を要した､が、近年 分析機器の進歩により簡便

に測定が出来るよ うになってきた。しかし、各 食`品の分析条I件については検討 の余地 があ

る。 そこで、各種遊離 アミノ酸、有機酸を含む食酢を用い条件の設定及び測定を行った。

刎m    - 般 の|食料品店および健康食品店で販売 さくれている3  0 種類 の食酢 を用 い実 験を

行 った。遊離ア ミノ酸 の測定には、日立高速液体 クロマト グラフシ ステ ムL  -  6  2  0  0形

を用いた。試料 は、食酢原液を0. 45μ。のフィ､ルターにかけ、10 ～2O/J(2注入 した。溶 離液は

P H の異なる２種類を グラ ジェントさせた。発色は、 ニンヒド リン溶 液を用 い、570 nm 及

び440 nn で吸光度を測定した。外部標準法により、濃度を求めた。

有機酸 の測定には、DIONBX 製イオンクロマトグラフ　2000iを用い た。 分離 カラムHPICE,

ASl、溶離液1. 25iii)(-OSAを用いる方法と、、分離カラムHPICE,  AS5、溶 離液1.   6Dl)fヘプ タフル

オロ ラク酸を用いる方法の２ 種類を組み合わせて測定Iを行った。

結ﾚ果　 遊離ア ミノ酸測定の試料としての食酢 はP   H 、 ア ミノ酸濃度 も適当で原液 のまま

使用できた。遊離アミノ酸 含有量 の違いは、 使用原料 によるものと考え られた。健康食品

店で販売 されてい る`食酢にはア ミノ酸 やアンモニア含有量 の特に多い ものがあ っ-It。

イ オン クロマト グラフィーによる数種の有 機酸 の測定 は、保 持時 間か重複す る`など､の問

題から２ 種類 の方 法を 用いて 測定し、算出 した。 また、酢酸 の含有量 か多く他の有機酸の

測定に影響を及 ぼす場 合があり、測定上無 視できない要因であ９た。


